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株式会社シロは2025年7月22日（火）に
徳島県那賀町と「地域農業活性化包括連携協定」を締結

株式会社シロは徳島県那賀町と 7月 22 日（火）に「地域農業活性化包括連携協定」を締結しました。今後、シロは那賀町と協働
して木頭ゆずの生産力強化活動に取り組みます。

シロでゆずの製品が誕生したのは 2011 年のフレグランスシリーズから。その後、生のゆずを原料にした製品をつくりたいという想い
から、2015 年より徳島県の木頭ゆずを使った研究開発を手がけ、製品を販売するようになりました。また、那賀町に蒸留機を
お持ちの黄金の村さんに精油抽出のため蒸留を依頼するようになりました。その後、2017 年より黄金の村さんの木頭ゆずを原料に
スキンケア製品である定番のフェイスミストやオイルインウォーターが誕生。そして、今年の 4月には精油量を高めバージョンアップした
2 製品と新たな2 製品を定番製品として追加し、計4 製品を販売したところ、想像以上に多くのお客様からのご好評をいただいています。
しかし、木頭ゆずが不足し製造数が追いつかない日々が続いているのが現実です。そこで、木頭ゆずの安定した需要と供給のバランスを
保ち、互いに支え合うため、徳島県那賀町と「地域農業活性化包括連携協定」を締結する運びとなりました。

この協定を締結することにより、シロは那賀町に協定期間内において企業版ふるさと納税を寄附します。また、木頭ゆずを使った製
品をふるさと納税返礼品として那賀町へ提供し、那賀町は納税された税収を生産者さんの経営安定と木頭ゆずの消費拡大、ならびに生
産振興向上支援のために使用されます。さらに、シロは一次加工を終え、廃棄するために費用が発生する木頭ゆずを原料に、黄金の
村さんで蒸留された精油や蒸留水を仕入れ、製品を製造することでお客様へ安定した供給を目指し、相互利益が生まれるスキームづ
くりを構築してまいります。

このプロジェクトを通じてシロは、徳島県那賀町の地域の皆様にもご協力をいただきながら、生産者さんの木頭ゆずの栽培や生産体制に
寄与し、ご購入いただくお客様にも製品を円滑に提供することに挑戦します。そうすることで、すべての人々がしあわせになる仕組みと
環境づくりの実現を叶え、社会に役立つ企業として活動してまいります。

1. 園地の拡大による生産量の増加
2. 安定した供給体制の確立
3. 新規担い手の創出による生産人口の増加
4. 有害鳥獣対策
5. 農業生産者及び農産物加工・販売者の所得の向上
6. 加工処理時に排出される廃棄残渣量の低減
7. その他木頭ゆずの生産に関する事項

木頭ゆずの生産に関する
7つの連携事項
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シロ カスタマーサポート

E-mail： info@shiro-shiro.jp

企業名 ： 株式会社シロ

所在地 ： 〒107-0061 東京都港区北青山 3-6-7 青山パラシオタワー 8F

設立 ： 1989 年 10 月 23 日

代表取締役 ： 福永 敬弘 （ふくなが たかひろ）

事業内容 ： 自社ブランド「SHIRO」の企画、開発、製造、販売、

    店舗運営 （「SHIRO / 化粧品、雑貨」「SHIRO LIFE / 食物販」「SHIRO CAFE / 飲食」

　　　　　　 「SHIRO BEAUTY / サロン」）、SHIRO オフィシャルサイト / オンラインストアの運営、通販事業運営、

　　　　　　　直営ホテルの運営（「MAISON SHIRO」「砂川パークホテル」）、

　　　　　　　北欧インテリア雑貨の輸入、販売代理（「biotope」）

URL ： https://shiro-shiro.jp

会社概要

「自分たちが毎日使いたいものをつくる」というシンプルな想いからスタートしたコスメティックブランド。

自社内に開発から販売まですべての機能を持ち、創業当初からエシカルな信念に基づくものづくりを続けている。

厳しい自然が育んだ素材を国内外から見つけ出し、そのちからを最大限に引き出すスキンケア、メイクアップ、フレグランスアイテムを提案。

日本全国に直営店舗を展開するほか、ロンドンや台湾、韓国に実店舗を構え、米国では自社EC、中国では越境ECでの販売を行う。

製品に使う素材同様、厳選した食材を届ける食のセレクト[SHIRO LIFE]、素材の美味しさ料理で伝えるカフェ[SHIRO CAFE]、

SHIRO が提案する美しさを最大限体感できるサロン[SHIRO BEAUTY]などの業態も展開。

2021年6月から、SHIROの創業地である北海道砂川市にて、工場の移転新設と市全体の活性化を目指すまちづくり

「みんなのすながわプロジェクト」を推進。2023年4月に新工場と付帯施設を含む「みんなの工場」をオープン。

2024年4月、従来の方法とは異なる、森林環境に配慮した“森の都合に合わせた設計建築”を進め、一棟貸しの宿泊施設

「MAISON SHIRO（メゾンシロ）」を北海道長沼町にオープン。ブランド誕生から15周年を迎えた2024年には、ものづくりとお店づくりの

2つにおいて、すべての資源の価値を見つめ直す「SHIRO 15年目の宣言」を表明し、地球の未来のために廃棄物ゼロを目指すことに取り組む。

また、「SHIRO リユースプロジェクト」が始動。社会の新しい標準を創出するため、使用済みガラス容器と衣類を回収する。

2025年4月、韓国・聖水でフィールドワークを行い、歴史的背景をリスペクトしながら、既存の資源に少しのクリエイティブを加えた

お店づくりを実現。

SHIROについて


